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救急ワークステーションとは 

医療機関敷地内の専用スペースに救急隊を 24 時間 365 日待機させ、通常の救急業務を行

いながら、医療機関と連携し、ドクターカーの運用や病院内で救急隊が救急専門医から直接

指導を受けるなどの実習を行うことで、病院前救急救護体制の強化及び救急隊員の知識と技

術の向上を図り、傷病者の救命率向上を目指す「救命」の拠点施設のことを言います。 

（例） 

・必要施設 … 事務所、研修室、仮眠室

 消毒室、指令設備、車庫等 

・延床面積 … 300 ㎡程度

・運用車両 … 救急隊１隊を運用

 

統合新病院に救急ワークステーションを設置する５つのメリット 

１ 救命率（社会復帰率）の向上 
●救急ワークステーション設置本部（※１）の救命率（※２）実績

※１ 救急ワークステーションを設置し、24 時間 365 日ドクターカーを運用している 11 消防本部

※２ 一般市民の目撃があった心原性心肺停止傷病者の１ヶ月後社会復帰率

２ 迅速なドクターカー運用が可能 
●現在の西宮市ドクターカー方式（ピックアップ方式）との違い

西宮市のドクターカーでは医師を提携医療機関に迎えに行くのに時間を要しており、 

ワークステーション方式とすることで、医師の現場到着時間が短縮されます。

他市の救急ワークステーション（イメージ） 




